
秩
父
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新
築
移
転
計
画（
そ
の
4
）

院
長　

花
輪
峰
夫

御
好
意
に
感
謝

　

先
日
、
当
院
の
新
築
移
転
計
画
に
対
し
て
、
株
式
会
社
ベ
ル
ク
様
よ
り
ご
寄
付
を

賜
り
ま
し
た
。
秩
父
地
域
医
療
に
対
す
る
当
院
の
理
念
に
賛
同
い
た
だ
い
た
故
と
の

こ
と
。
こ
の
上
な
い
喜
び
と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
り
ま
す
。

　

株
式
会
社
ベ
ル
ク
様
は
50
余
年
前
、
当
院
と
同
様
、
秩
父
神
社
の
杜
に
抱
か
れ
た

秩
父
市
宮
側
町
に
創
業
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
埼
玉
県
、
群
馬
県
を
中
心
に
大
き

く
飛
躍
さ
れ
、
大
会
社
に
成
長
さ
れ
て
い
ま
す
。
両
者
の
地
域
に
貢
献
し
た
い
と
い

う
思
い
は
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
創
業
の
地
を
同
じ
く
し
、
組

織
と
し
て
の
ポ
リ
シ
ー
を
共
有
す
る
株
式
会
社
ベ
ル
ク
様
よ
り
御
寄
付
を
頂
き
、
ひ

と
し
お
の
喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
今
回
の
移
転
計
画
で
多
く
の
人
た
ち
の
限
り
な
い
善
意
を
肌
で
感
じ
ま
し

た
。
こ
ん
な
に
も
人
の
好
意
を
有
り
難
く
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
が
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
、多
く
の
立
場
の
違
う
人
た
ち
が
、私
の
計
画
に
共
感
し
、

歓
迎
し
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。
友
人
達
の
献
身
的
な
援
助
が
な
か
っ
た
ら
、
こ
こ
ま

で
来
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
彼
ら
は
私
の
精
神
的
な
支
柱
で
も
あ
り
ま

す
。
国
は
私
の
計
画
が
定
住
自
律
圏
構
想
に
ふ
さ
わ
し
い
と
理
解
を
示
し
、
県
や
市

も
好
意
的
で
あ
り
ま
し
た
。
地
元
の
皆
さ
ん
は
病
院
の
移
転
を
歓
迎
し
、
地
権
者
の

方
々
は
喜
ん
で
土
地
を
貸
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
田
口
設
計
事
務
所
様
、
施
工
者
の

奥
村
組
、
共
和
電
気
様
、
さ
ら
に
下
請
け
業
者
の
方
達
も
、
私
の
思
い
入
れ
を
充
分

に
理
解
し
、
素
晴
ら
し
い
病
院
を
建
て
て
く
れ
ま
し
た
。
秩
父
臨
床
医
学
研
究
所
様

を
は
じ
め
、関
係
す
る
多
く
の
機
関
、業
者
さ
ん
達
も
同
様
に
援
助
し
て
く
れ
ま
し
た
。

多
く
の
善
意
に
囲
ま
れ
、
計
画
は
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
3
月
の
開
院
を
控
え
て
、

今
、強
い
期
待
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
と
同
時
に
、責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
や
ろ
う
と
し
て
い
る
仕
事
は
、
果
た
し
て
一
民
間
病
院
が
や
る
べ
き
も
の
で

あ
る
の
か
、
私
に
も
確
信
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
が
こ
の
地
で
40
年
弱
の
間
、

秩
父
地
域
医
療
の
当
事
者
と
し
て
や
っ
て
き
た
故
の
結
論
で
あ
り
、
喫
緊
の
課
題
と

思
っ
て
い
ま
す
。「
も
う
待
て
な
い
」誰
か
が
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
必
然
と
考
え
ま
す
。

自
分
の
気
力
が
続
く
限
り
、
期
待
さ
れ
る
限
り
は
、
一
歩
一
歩
で
も
成
し
遂
げ
た
い
、

継
承
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
表
紙
の
写
真
は
、
当
院
と
眼
と
鼻
の
先
に
あ
っ
た
旅
館
、
竹
寿
館
さ
ん
の

御
主
人
で
あ
ら
れ
た
、
故
長
又
貞
雄
氏
の
作
品
で
す
。
荒
川
の
対
岸
の
高
所
よ
り
望

ん
だ
武
甲
山
で
、
巴
橋
、
新
病
院
の
移
転
地
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。
氏
が
最
も
好
ん

だ
景
観
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
今
回
、
長
又
家
よ
り
御
寄
贈
頂
き
ま
し
た
。
心
か
ら

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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器を行う）での手術になるため、高齢者には手術後に
心臓、肺に負担がかかることが心配されます。
　当院では主にアルテマイヤー法という手術を直腸
脱の患者さんに行っています。本法ではまず、脱出し
た直腸を切開して腹膜を開き、余分な大腸をひっぱ
り出します（図2）。
　 肛 門 括 約 筋
および肛門挙筋
を太い糸で縫縮

（縫い縮めるこ
と）して筋肉の
締りを改善した
あと（これが肝
心！）余分な大腸
を切除して肛門
と残った大腸を
つなぎ直して出
来 上 がりで す

（図3、4）。
　手術時間はだ
いたい1時間か
ら2時間で終了します。麻酔は全身麻酔に比べて体に
負担の少ない腰椎麻酔といった背中からの麻酔で十
分対応できるため、高齢者にも安心して行われます。
　再発率は当院においても文献的にもだいたい
数％であります。本術式が直腸脱の原因である骨盤
の中で直腸を支えている衰えた筋肉を縫縮すること
を目的としているため、前述したガント－三輪法や
ティールシュ法に比べても明らかに再発は少ないよ
うです。万一、筋肉の締まりが弱くなっても余分な腸
を切除しているため、肛門外に腸が脱出することも
防げます。
　以上の様にアルテマイヤー法は直腸脱において
負担も少なく非常に理にかなった術式であります。
高齢者はどんどん増えていくため、直腸脱で悩む方
も増えてくると思われます。何か、お尻に違和感があ
れば、まずはご相談ください。

（文責　外科　小澤修太郎）

　みなさんは直腸脱という病気をご存知でしょうか？
直腸脱には完全直腸脱と不完全直腸脱とがあり、単
に直腸脱という場合は完全直腸脱をさします。完全
直腸脱は直腸が全層にわたって肛門外に脱出する状
態 で、長 いときは40
㎝以上も脱出すること
があります。高齢の女
性に多くみられ、原因
としては加齢とともに
骨盤の中で直腸を支
えている筋肉（肛門挙
筋、肛門括約筋）が緩
くなることによって生
じると言われています

（図1）。
　直腸脱の治療は手術のみです。術式は50種類以
上あると言われていますが、逆に言うと適した術式
がなく、外科医の間でも試行錯誤を繰り返して術式
が多くなっているのです。
　日本でよく行われる術式ではガント－三輪法（脱出
した直腸の粘膜をこぶ状に縫縮する方法）、ティール
シュ法（テフロンテープなどで肛門管を締めて肛門
を狭くして脱出しにくくする方法）およびその2つを
掛け合わせた方法などがあります。これらは非常に
簡単で局所麻酔でもできるため、高齢者に多いこの
病気に対して広く行われてきました。しかし再発率が
非常に高い（20〜30％）のが問題となっています。
　他の方法としては直腸固定術などがあり、お腹の
中から直腸を周囲の組織に固定して肛門外にずり下
がらないようにする方法もあります。この際、開腹（お
腹を切って行う）の場合も腹腔鏡（カメラをお腹の中

に入れて小さな
傷で手術する）
で行う場合もあ
りますが、基本
的には全身麻酔

（患者さんを眠
らせて人工呼吸

直腸脱の治療について

図1 完全直腸脱

図2

図3

図4
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　クリニック公園ばしは、医科・歯科併設のクリニッ
クです。前身は東町の正田歯科医院で、医科が加
わり2008年4月に中村町に移転開院しました。木
造漆喰の外観から、当初レストランか喫茶店と思わ
れておりました当院でしたが、少しずつ地域の皆様
に医院としてご信頼をいただき、お陰様で来春で
丸3年になります。
　2名の内科医師と2名の歯科医師が、それぞれ
の専門性を生かし連携しながら診療に当たってお
ります。迅速な精密検査や緊急入院が必要な患
者様には、秩父病院の院長花輪峰夫先生はじめ、
各科の先生方にいつも的確かつ親身な対応をし

ていただき、心から
感謝しております。
　受診されます患
者様お一人お一人
に心身の健康を取
り戻していただけま
すよう手助けでき
ればという思いで、
これからも日々診療
に向き合って参り
たいと存じます。
（診療科：一般内科・呼吸器科・アレルギー科・腎
臓内科・高血圧・漢方・一般歯科・口腔外科・歯
科矯正）

連 携 医 院 の ご 紹 介
クリニック公園ばし

外科・内科・胃腸科・肝臓内科・循環器科・
形成外科・腫瘍内科・肛門科・
放射線科・麻酔科
人間ドック・一般健診：随時受け付けております。
お申込み電話番号（０４９４-２２-３０２３）

午前８:３０〜１１:３０　午後１２:３０〜５:３０
午前９:００〜１２:００　午後  ３:００〜６:００
日曜、祝祭日 

＊ ＊
正田　久和先生

　この度、10月から研修にいらした山田章善先生に、当院での研修の感想を寄稿していただき
ました。今後も当院では研修医の先生方をお迎えし、当院スタッフと共に地域医療に貢献して 
いただきたいと思います。

　日本医科大学附属病院研修医二年目、山田章善です。
平成22年10～11月に研修させていただきました。
　こちらの病院に来てまず感じたのが、職種間の密な
連携がとれており仕事が円滑に進むこと。また、看護
師・技師等の職員の皆さんが患者一人一人をしっかり
と見ていたこと。患者目線で考え、労を惜しまず献身的
に働いていらっしゃいました。そして、院長先生、副院長
先生をはじめとする先輩医師の先生方も献身的に働い
ていらっしゃり、その姿もまた非常に勉強になりました。
10月はじめの当番病院日、夜中にほぼ全常勤スタッフ
が集まり働いていらっしゃったあの日のことは決して忘
れません。

　地域の中核病院とはいえ医療設備がなんでも全て
揃っている環境ではありませんでしたが、その不足を
補って余りあるマンパワーがこの病院にはありました。
将来地域医療に携わる身として、「地域に貢献する医療
とは」を学び経
験することがで
きました。
　二カ月間、貴
重な経験をさせ
ていただき本当
にありがとうござ
いました。 診療室にて：手前より山田章善先生、山田正己先生
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